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はじめに

経済産業省が公表した報告書 によると，
年時点での 人材の需要と供給の差は，
人材の労働生産性の上昇率が ％の場合，

需要が供給を ～ 万人上回ると試算されて
いる．このような， 技術の発展に伴い エ
ンジニアへの需要が増えている状況を背景に，
プログラミングを学習するためのコンテンツ
の提供が進んでいる．そのような学習コンテ
ンツの一つとして，参考書が挙げられる．プロ
グラミングに使われるプログラミング言語や
フレームワークなどに対しては，その設計や実
装の高度化のために常に新しい技術が開発さ
れているため，参考書の種類も多岐にわたる．
この状況は，学習者にとってそれらの多くの参
考書から，自身のスキルレベルおよび学習した
い内容に適しているものを見つけることを困
難にしていると考えられる．ユーザーのニー
ズに合うような未知の商品などをそのユー
ザーへ提示する機構は推薦システム として
研究が進められている．書籍を推薦するシス
テムとしては，読者の嗜好や性格をアンケート
を用いて解析し，書籍を推薦する「 」
，近畿大学が提供している， 投稿から潜

在的に興味のある書籍の推薦を行う診断コン
テンツ がある．本研究では， で推薦
される文芸作品の枠を超えて，書籍の持つ機能
性やそれに関連するスキルの構造を考慮して

書籍の推薦を行う方法について考える．
本研究では，プログラミング参考書推薦シス

テムを実現するためのアプローチとして，プロ
グラミングのスキルや用途をオントロジーを
用いてモデル化した場合における，システムの
試作について述べる．

図 フロントエンド開発とバックエンド開発に必
要なスキルのオントロジーの一例

オントロジーの試作

プログラミングスキルや用途に関するオン
トロジーを作成するにあたって， らに
よるモデル をその土台とした．この
らのモデル には，各エンジニア向けに，学
習すべきスキルをまとめてその関係をモデル
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化したものが公開されている．本研究では，
そのアプローチの出発点として， で公開
されているフロントエンド開発とバックエン
ド開発の学習ロードマップに基づいて，用途
をフロントエンド開発とバックエンド開発に
絞った場合におけるソフトウェア開発に必要
なスキルのオントロジーを試作した．オント
ロジーの試作には，オントロジーエディタで
ある を用いた．図 にフロントエンド
開発とバックエンド開発に必要なスキルのオ
ントロジーの一例を示す．図中の青い線は
関係であることを意味している．プログラミ
ングクラスからスキルクラスと用途クラスに
伸びている線は，クラス間の関係を表すプロ
パティである．フロントエンド開発クラスと
バックエンド開発クラスも同様にプロパティ
が記述されている．

図 試作システムが想定するユーザーインター
フェース例

推薦システムの試作

フロントエンドエンジニアになるために勉
強をしている人をここで想定する．その人が
現在習得しているスキルが と であ

るとするとき，そのスキルを考慮して，次に学
ぶべきスキルを学習するための参考書を推薦
しようとする場合には，次に学ぶべきスキルを
どのように決定するかが課題となってくる．
試作中の本システムにおける，想定される出力
例を図 に示す．図中の（ ）部分に，学習済
みのスキルの候補がオントロジーに基づいて
提示されるとともに，それに基づいて（ ）部
分に，次に学ぶべきスキルに関する参考書が表
示される．図 の例では，学習済みのスキルに

， が設定されているので，
に関する書籍を推薦している．

まとめ

本研究では，オントロジーを用いることで，
次に学ぶべきスキルを決定し，そのスキルを学
習するための参考書推薦の試作について述べ
た．今後の課題は，本システムの実装をさらに
進めた場面における，スキル学習の効果的な順
序を考慮した推薦手法の検討である．
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